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(1) 特徴ベクトルの正規化　d → d	


(2) 次元の削減　d → d	


	
(2-1) d個よりd個を選択	


	
(2-2) 線形変換によりd次元に	


(3) 識別に適した空間の獲得	


～

～

～

KL展開	


Fisherの方法	
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境界	


図1: Fisher の軸への射影	
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図2: (m1 ‒ m2)の軸への射影	
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区分的線形識別関数による決定境界	
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区分的線形識別関数による決定境界	


Fisher の射影軸	


Fisher の方法による	

決定境界	


区分的線形識別関数による決定境界との比較	
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(1) 全パターンの平均ベクトルmを求める。	

(2) 共分散行列Σを求める。	


(3) Σの固有値λ1 >λ2 > … >λd と、対応する	

	
固有ベクトルw1,	
 w2,	
 …,	
 wd	
 を求める。	


(4) y1	
 =	
 w1
tx,	
 y2	
 =	
 w2

tx,	
 …,	
 yd	
 =	
 wd
tx	
 

	
 と変換する（ただし、d < d）。すなわち、	

	
 x	
 =	
 （x1,	
 x2,	
 …xd）	
 →　y（y1,	
 y2,	
 
…,	
 yd）	
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図1: KL展開	
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